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職名 准教授 

担当科目 
児童福祉論Ⅰ 児童福祉論Ⅱ 児童養護論  ヒューマンケア基礎実習 ケアワーク演習・実習 

ソーシャルワーク演習・実習  ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク専門演習Ⅱ 

学歴 上智大学神学部神学科卒業 

上智大学大学院神学研究科博士前期課程修了 

岩手県立大学大学院社会福祉学研究科博士後期課程修了 

学位 博士（社会福祉学）  修士（神学・社会福祉学） 

主な職歴 私立盛岡白百合学園中学高等学校 宗教科／地歴公民科教諭・非常勤講師 

北日本医療福祉専門学校子どもマイスター養成科教員 

岩手県教育委員会盛岡教育事務所付スクールソーシャルワーカー  佐久大学 准教授 現職 
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word 

子ども家庭福祉／英国における子ども家庭福祉実践史／キリスト教社会福祉史 
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周年記念論文集刊行委員会(編).）. 559-585.近現代資料刊行会． 

７．髙松誠・菊池義昭（2022）「長野県での児童愛護の運動と愛国婦人会長野支部の歴史的役

割―大正期の動向と健康長寿県の源流を求めて」『東北社会福祉史研究』40 ，27-37. 

８． 髙松誠（2020）「福祉・家庭・教育の連携における『少年の福祉を害する犯罪』への対応－

英国の子どもの性的搾取予防実践に着目して」『東北の社会福祉研究』16，25-37． 

９．髙松誠・菊池義昭（2020）「昭和戦前期の岩手県における乳幼児愛護週間の実践とその史

的展開」『東北社会福祉史研究』38，82-97. 

10．髙松誠（2019）「第2次世界大戦後における岩手県の保育体制整備に関する史的考察」『東

北社会福祉史研究』37，17-25. 
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の健康へ向けた介入サービス」『平成 28 年度 英国のボランタリー団体におけるソーシャルワ

ーク実践に関する研究報告書』（岩手県立大学社会福祉学部プロジェクト研究）10-27. 
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所属学会 日本社会福祉学会，日本心理学会，社会事業史学会，キリスト教社会福祉学会，イギリス女性史

研究会，東北社会福祉史研究連絡会，牧会カウンセリング研究会． 

主な社会 

貢献活動 

長野県子ども支援センター特別調査員（2021—2024 年），2021 年度佐久大学公開講座講師， 

東北社会福祉史研究連絡会事務局長， 講師：仙台白百合学園中学校修養会講師（2018‐2024

年），岩手県立大学国際シンポジウム国際セミナー講師（2018 年） 

出前授業 

テーマ 

①「子ども家庭福祉の歴史」「乳幼児愛護デーの歴史的発展と長野県の健康政策」 

②「子どもの心のととのえかた－マインドフルネスを参考にして」 

③「歴史史料との出会い―調べ方と読み方」 
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